
JR草津線甲西駅

庁
舎
建
替
え
に
伴
う
解
体

等
建
物
の
耐
震
診
断
に
つ

い
て

問
　
庁
舎
周
辺
整
備
計
画

に
も
影
響
の
あ
る
建
物
の

耐
震
診
断
及
び
補
強
計
画
、

金
額
案
を
踏
ま
え
た
検
討

は
、
ま
だ
ま
だ
利
用
で
き

る
建
物
を
複
合
化
に
よ
る

建
物
の
リ
ス
ト
ラ
の
考
え

の
み
で
よ
い
の
か
。
解
体

す
れ
ば
ゴ
ミ
で
す
が
利
用

す
れ
ば
地
球
環
境
に
や
さ

し
い
建
物
で
す
。
高
齢
者

の
方
々
や
子
育
て
世
帯
の

集
い
の
場
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
利
活
用
建
物
と
な
り
ま

す
。
市
と
し
て
の
考
え
は
。

答

　社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

中
央
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
診
断
は
未
実

施
で
、
西
庁
舎
は
実
施
済

で
す
。
長
期
的
な
視
点
で

公
共
施
設
な
ど
の
更
新
、

統
廃
合
、
長
寿
命
化
を
計

画
的
に
取
組
み
、
複
合
庁

舎
は
防
災
中
枢
拠
点
と
し

て
安
全
性
、
機
動
性
、
確

実
な
業
務
の
継
続
性
を
確

保
し
、
今
後
の
財
政
に
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
再
編

整
備
を
進
め
ま
す
。

甲
西
駅
の
行
き
違
い
線
の

早
期
実
現
に
つ
い
て

問
　
甲
西
駅
行
き
違
い
線

の
実
現
は
市
民
の
希
望
で

す
。
観
光
誘
客
の
推
進
や

草
津
線
の
利
用
促
進
ま
た

市
民
の
声
を
反
映
し
た
明

る
く
活
気
の
あ
る
駅
前
計

画
な
ど
実

現
へ
の
考

え
は
。

答

　滋
賀

県
草
津
線
複
線
化
促
進
期

成
同
盟
会
に
よ
り
継
続
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
市
内
の
観
光
資
源
を
活

用
し
、
利
用
促
進
が
図
れ

る
取
り
組
み
を
積
極
的
に

進
め
、
早
期
実
現
に
向
け

て
取
組
み
ま
す
。

市
道
美
化
に
つ
い
て

答

　市
道
の
雑
草
、
ゴ
ミ

な
ど
の
散
乱
が
激
し
く
、

清
掃
は
観
光
振
興
の
美
し

い
街
と
し
て
の
第
一
歩
で

す
。

一般質問

76億以上の新庁舎よりも
 市民サービスを！

無会派●大⻆　道雄 議員

地
方
独
立
行
政
法
人
に
移
行

平
成
3１
年
第
一
回
定
例
会

（
3
月
26
日
）

4
月
1
日
か
ら
、
経
営

形
態
が
、
地
方
独
立
行
政

法
人
と
な
る
の
に
と
も
な

い
、
公
立
甲
賀
病
院
職
員

が
滋
賀
県
市
町
村
職
員
退

職
手
当
組
合
脱
退
後
の

「
退
職
手
当
に
関
す
る
条

例
の
制
定
」
案
、
退
職
手

当
を
積
み
立
て
る
「
基
金

条
例
の
制
定
」
案
、
「
財
政

事
情
の
公
表
に
つ
い
て

の
条
例
改
正
」
案
を
可
決
。

ま
た
、
入
院
患
者
な
ど
の

減
少
に
よ
る
収
益
減
や
病

院
建
築
費
用
の
精
算
な
ど

に
関
わ
る
「
30
年
度
予
算
」

の
減
額
補
正
案
、
31
年
度

の
湖
南
・
甲
賀
両
市
よ
り

の
負
担
金
等
を
受
け
る

「
31
年
度
一
般
会
計
予
算
」

案
を
可
決
し
ま
し
た
。
負

担
金
は
一
般
会
計
か
ら
公

立
甲
賀
病
院
事
業
会
計
に

算
入
さ
れ
ま
す
。

平
成
3１
年
第
一
回
臨
時
会

（
4
月
1
日
）

4
月
1
日
に
、
県
知
事

の
認
可
を
受
け
て
地
方
独

立
行
政
法
人
と
な
っ
た
公

立
甲
賀
病
院
の
、
今
後
4

年
間
の
効
率
的
・
効
果
的

な
運
営
を
行
う
中
期
目
標

を
実
現
す
る
た
め
の
具
体

的
な
取
組
み
を
示
し
た

「
中
期
計
画
」
を
可
決
し
ま

し
た
。
中
期
計
画
で
は
、

目
指
す
べ
き
指
標
値
を
決

め
、
そ
れ
に
沿
っ
た
年
度

計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
地
方
独
立
行
政

法
人
化
さ
れ
て
も
、
湖
南
・

甲
賀
両
市
で
構
成
す
る
甲

賀
地
域
の
中
核
公
立
病
院

と
し
て
、
地
域
医
療
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

植中　都 公立甲賀病院組合議会松原　栄樹 甲賀広域行政組合議会

平成31年　第1回定例会　3月26日開催

議案　平成３１年度一般会計予算

歳入歳出予算総額　36億6079万円

前年比　4774万円の減（98.7%）

◎歳入の内訳（主なもの）

　•両市からの負担金　29億1564万円（79.6%）

　 （湖南市分は　10億939万円）

　•使用料及び手数料　4億1946万円（11.5%）

　 （清掃・消防関係）

　•販売収入と広告料　1億5372万円（4.2%）

　 （指定ごみ袋）

　•起債　1億3310万円（3.6%）（債権による借金）

◎歳出の内訳（主なもの）

　•消防費　19億571万円（52.0%）

　 （人件費　15億1715万円　消防職員198名 

　　救急車・消防車代　9100万円　高規格救急　

　　自動車２台・消防ポンプ自動車１台）

　•衛生費　11億1887万円（30.0%）

　 （し尿・ごみ処理に要する費用　5億7524万円

　　　　　　　施設維持補修費用　2億5888万円）

　•総務費　8221万円

　•公債費　5億5026万円（元利金償還額）

全員賛成で可決

☆湖南市内の公設消防水利数

　消火栓　1414基　　　防火水槽　169基

湖南市議会だより19

湖
南
市
議
会
だ
よ
り
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般
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問


